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1 UNIX哲学とユニケージ開発手法

1969年に開発された UNIXは紆余曲折を経ながらも
普及を続けてきた．UNIXは初期からシステム開発に
関する経験に基づいた規範を蓄積してきており，これ

は現在 UNIX哲学と呼ばれる [1]．
ユニケージ開発手法 [2]は UNIX哲学に基礎をおく

システム開発手法であり，有限会社ユニバーサル・シェ

ル・プログラミング研究所 (USP研究所)により，企業
システム内製化のために開発され，この 20年間で業務
システムの内製化に多くの実績を重ねてきた [3]．ユニ
ケージ開発手法ではより多くの企業が業務システムの

内製化を行なう事ができるよう，プログラミングの手

法からデータ管理手法やプロジェクト運営手法まで整

備されている．USP研究所はそれをシェルコマンドの
セット usp Tukubaiや教材，教育講座として提供してい
る [4, 5, 6]．
さまざまな工夫によりユニケージには以下の利点が

ある．まず学習コストが低く生産性が高いため，少人数

で素早く業務システムを開発することができる．これ

により人件費が削減されることに加えて，低コストな

PCサーバと無償の PC-UNIX OSと安価な usp Tukubai
コマンドを使用するため，開発コストが低く抑えられ

る．そうでありながら UNIXとシェルの優れた性質を
引き出す設計指針により，高い性能を達成することが

出来る．さらにスクリプト中の依存関係を排除し，業

務に対応した設計を行なうことにより，業務の変化に

柔軟に対応する事ができる．

ユニケージではシェルスクリプトを記述する際には

UNIX 標準コマンドに加えて，独自の Tukubai コマン
ドを使用する．本コマンドは企業システムに頻出の処

理を簡潔に記述できるよう工夫されているほか，様々

な実装上の工夫により高速化されている．ユニケージ

の詳細については書籍 [5]や他稿 [7, 8]に譲り，本稿で
はユニケージにおけるコマンドの位置づけと使用方法，

設計ポリシー，アルゴリズムについて解説する．

なお Tukubaiコマンドには，商用版の usp Tukubaiコ
マンドと，オープンソースの Open usp Tukubaiとがあ
る．商用版はオープンソース版にくらべ高速化と，さ

まざまな細かい機能の追加が行なわれている．本稿で
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は商用版の usp Tukubaiを説明に用いる．

2 ユニケージと Tukubaiコマンド

ユニケージにおいて最も重要なのは，データをファ

イルシステム上で正しく整理する事である．現代の企

業システム開発では，データベースマネジメントシス

テム (DBMS)を用いる事が一般的である．ユニケージ
では DBMSの変わりに UNIXのファイルシステムを用
いる．データベースマネジメントシステムを利用する

際にデータの格納方法について設計が必要であるのと

同様に，UNIX のファイルシステム上でどのように格
納するかを設計する事は非常に重要である．

また，シェルスクリプトの記述のしかたにも注意が

必要である．まず，シェルで高速な処理を記述するた

めには，データはパイプにより連結したコマンドで処

理するという，パイププログラミングを徹底する必要

がある．また，ユニケージでは業務システムの柔軟性

をたもつ観点から依存関係を排除することとしている．

こういった原則を踏まえて，ユニケージにおけるシ

ステム開発を支えるのが，Tukubai コマンドである．
Tukubaiコマンドは業務システムを開発する上で極めて
頻繁に出現する処理を，シェルコマンドのセットとし

て実装したものである．ユニケージでは，この Tukubai
コマンドを積極的に使用してスクリプトを実装するこ

ととしている．

2.1 Tukubaiコマンド

Tukubai コマンドは UNIX 哲学に基づき，単機能の
コマンドとして設計されている．そのため各コマンド

の処理は単純であり，オプションは極めて少ない．こ

れにより学習コストが低く抑えられている．

一方で， Tukubaiの各コマンドの処理は，POISX標
準のコマンドや，さまざまなプログラム言語によって

も記述することが可能である．例えば POSIX[9] で定
義されるシェルコマンドには，チューリング完全であ

る awkが含まれるため，awkを用いてあらゆる処理を
記述する事が可能である．しかし，そのままではプロ

グラムが複雑になってしまうほか，記述の多様性が発

生し可読性が落ちてしまう．Tukubaiコマンドを使用す
る事で様々な複雑な処理を簡潔に画一的な記述で作成

することができる．

Copyright     2017 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-3

6C-02

情報処理学会第79回全国大会



また， Tukubaiコマンドはそれぞれの処理において
高度な最適化が施されており，高い性能を実現してい

る．Tukubai コマンドはこういった工夫により，ユニ
ケージの低い学習コストで，高速なスクリプトを開発

できるという性質を実現している．

3 Tukubaiコマンド実装上の工夫

UNIX哲学に基づき，Tukubaiコマンドは移植性を重
視して実装されている．POSIX標準にのっとり，C言
語により標準ライブラリを用いて実装されている．そ

のためほとんどの PC-UNIX OS で無改変で動作する．
POSIXの範囲であっても，mmapシステムコールを活
用するなど様々な高速化の工夫が可能であり，それに

よって高速なコマンドを実装している．以下ではその

一例として，独自の I/Oライブラリによる高速化につ
いて述べる．

シェルコマンドは，標準入力から入力データを読み

込み標準出力に処理結果のデータを書き出すという仕

様から，I/O処理が多く発生するという性質がある．特
に Tukubaiコマンドの多くは単純な機能を提供するコ
マンドであり，I/O処理以外の部分の処理は単純なもの
がほとんどである．そのため， I/O処理の占める割合
は大きく，高速化の効果も大きい．I/O処理は大きく分
けてシステムコールの発行，バッファからのデータの

コピーの二つの処理から成る．

まずシステムコールの発行であるが，これはコンテ

キストスイッチを伴う処理であり，実行コストの高い

処理である．I/O処理の場合 read/writeシステムコール
が頻繁に発行されるが，そのたびにコンテキストスイッ

チのコストがかかっている．このシステムコール発行

回数を抑える事ができれば，コンテキストスイッチの

回数を抑え，コマンドの処理を高速化する事ができる．

次にバッファからのデータコピーである．scanf(3)，
printf(3)など標準ライブラリの I/O関数の多くは，バッ
ファリングの機能を備えている．バッファリングを行

なうということはその部分でデータのメモリ間コピー

が発生するという事である．ファイルタとして動作す

るコマンドは大量のデータを読み書きするので，無視

できないコストとなる．ここで，バッファ間のデータ

コピーの回数を抑えることが出来れば，コマンドの処

理を高速化する事ができる．

これらの方針にもとづき Tukubaiコマンドでは独自
の I/Oライブラリを実装している．
まず，システムコール発行回数を抑えるために，大

きなサイズのバッファを用意し，その単位で read/write
システムコールを呼び出す．これによりシステムコー

ルの発行回数を抑えている．また，独自 I/Oライブラ

リには文字単位読み出し，行単位読み出しなどの関数

も揃えているが，これらは全て読み出しバッファへの

ポインタを返す．

例として，Tukubaiコマンドには行指向スペース区切
りのフィールドを削除する，delf コマンドがある。独
自 I/Oライブラリを使用することで，標準ライブラリ
を使用した場合と比べ約 1.3倍の性能を実現している．
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